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美
し
い
自
然
に
親
し
み
ま
し
ょ
う

重
信
町
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
美
し
い
自
然
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
自
然

を
守
り
子
孫
に
長
く
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

夏
は
、
家
族
の
触
れ
合
い
を
深
め
る
最
適
な

時
期
で
す
。

こ
の
夏
は
ご
家
族
で
、
大
自
然
の
中
へ
足
を

運
び
眼
で
確
か
め
、
手
で
触
れ
、
自
然
と
じ
っ

く
り
付
き
合
っ
て
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

は
か
つ
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
の
た
め
に
は
、
自
然
の
仕
組
み
ゃ
人
聞
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

奥
重
信

阿
歌
古
渓
谷
(
山
之
内
)

町の人口

6 ,883 (+ 7) 

各種講座・催し………… 9 .10 
税務だより .. .. .. . .. .. ...... .3

20 ,967 (+ 7 ) 

9 , 993 (+ 6 ) 

10 ,974 (+ 1 ) 女
道路をまもる月間 .........5

6 月 1 日現在

世帯数

同和教育………………… 8同保 ・ 年金だより・…… ..2

口

男

戸籍 ・町民カレンダ- " ， 12

人

婦人 ・・・・・・・・.. .. ... . .. .. .... . . .11 

手当市I J 度.. . . 一... . . . .. ・ ・・・・ ・ ・ 4

健康診査 ・健康づくり ...6 ・ 7

E
固
因
固
園
困
圏
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国
保
だ
よ
り

ぷ、

ご
存
じ
で
す
か

退
職
者
医
療
制
度

の

会
社
や
役
所
を
退
職
し
、
厚
生
年

金
や
共
済
年
金
を
受
給
し
て
い
る
六

十
九
歳
ま
で
の
人
と
そ
の
家
族
は
、

退
職
者
医
療
制
度
に
よ
っ
て
診
療
を

う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

次
の
三
つ
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

①
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

②
老
人
保
健
の
適
用
を
受
け
て
い
な

③
老
齢
(
退
職
)
年
金
の
受
給
者
で
、

そ
の
被
保
険
者
期
聞
が

二
十
年
以

上
あ
る
か
、
ま
た
は
四
十
歳
以
降

十
年
以
上
あ
る

自
己
負
担

①
退
職
被
保
険
者
(
本
人
)

入
院
・
外
来
と
も
医
療
費
の
二
割

②
被
扶
養
者
(
家
族
)

入
院
医
療
費
の

二
割

外
来
医
療
費
の

三
割

届
出年

金
の
受
給
権
が
発
生
し
た
ら
、

十
四
日
以
内
に
役
場
・
住
民
課
へ
届

出
し
て
下
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
住
民
課
・
国
保

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

t1' し幸良広

年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
の

手
続
き
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
に
は
、

二
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
加
入
し

て
い
て
も
配
偶
者
の
退
職
・
転
職
又

は
本
人
の
就
職
・
結
婚
等
の
場
合
に

は
、
そ
の
つ
ど
届
け
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

特
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
と

し
て
国
民
年
金
の
第

三
号
被
保
険
者

に
な
っ
た
場
合
、
保
険
料
は
ご
主
人

が
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
で
負
担

し
て
い
ま
す
の
で
、
直
接
納
め
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
種
別
変
更
の

届
け
出
は
と
て
も
大
切
で
す
。

奥
さ
ん
や
ご
主
人
に
異
動
が
あ

っ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
役
場
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
後
か
ら
ま

と
め
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

っ

た
り
、
将
来
年
金
を
受
け
る
た
め

の
期
間
が
足
り
な
い
と
い
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
住
民
課
・
国
民
年
金

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

ミ

な億平四 ら活れそは このようなときには、役場に届け出をします。
つ六 成百重れ環、の、郵 簡ま 届け出が必要なと き このよ?な富保険者に主リます
て千=九信て境地 一 公便 ち

20歳にな ったとき 第 l 号被保険者
お 二 年十町いの域部共局 易づ (サラリーマン以外の 人)り百度万でま整住がのの還4 会社を退職したとき
ま八末円はす備民地利簡 冗険〈 (1享生年金や共済組合の加入者でなくな ったとき )
す十のの、。にの方益易 融 り 会社を退職した夫(妻)に扶養されていた妻(夫)
。九借融平 有福へを保 積ー 扶養されていた妻(夫)が夫(妻)の扶養でなくな っ たとき
万入資成 効祉還図険 資ー』 l- (一定の収入があるとき ・ 離婚したとき)
二残をコ に向元るの 事.JL貢 会社に就職したとき 第 2 号被保険者
千高受年 役上融た積業金献 (厚生年金や共済組合に加入したとき)
円はけ度 立や資め立 会社に就職した夫(妻)に扶養される妻(夫) 第 3 号被保険者
と九、に て生さ 、金

(一定の収入が減ったとき ・結婚して扶養になったとき)

野
田
土
地
区
画
整
理
事
業
に
と
も
な
う

平
成
四
年
度
工
事
施
行
の
お
知
ら
せ

町
で
は
、
計
画
的
な
市
街
地
整
備

を
図
る
た
め
平
成
元
年
十
月
に
野
田

地
区
(
約
二
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
で
土

地
区
画
整
理
を
事
業
化
し
、
測
量
調

査
設
計
等
の
作
業
を
進
め
、
平
成
三

年
度
か
ら
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
工
事
施
行
に
あ
た
っ
て

は
、
事
故
等
、
無
い
よ
う
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
児
童

等
歩
行
者
や
自
転
車
及
び
車
両
の
安

松山広域都市計画事業
野田土地区画整理事業

工事発注箇所図

全
性
の
確
保
の
た
め
、
や
む
を
得
ず

通
行
制
限
を
か
け
る
区
間
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

「
戸」se-n

 

①

施
工
期
間

。
平
成
五
年
三
月
末
ま
で

②

施
行
区
域
(
別
図
の
と
お
り
)

。
な
お
、
施
行
区
域
を
変
更

(
拡
大
)
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

。

.圃・ 道 路
~施行地区

歩行者・自転車

自動車のみな 8 ん

通行制限に

ご協力をグ
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よ務く塑
国民健康保険税について相続税が一部改正されました

平成4 年 1 月 1 日から 国民健康保険制度は、病気やけがにそなえて、加
入者が、それぞれの収入に応じて、日頃か らお金を

出し合い、国や自治体の補助を得て必要な費用をま

かない、私達の健康を保持、向上することを目的と
した制度です。

国保税の決め方

その年に予測される医療費から国の補助金、被保

険者が医療機関の窓口で支払う 一部負担金を除いた
分が保険税となります。

みなさんの保険税は次の よ うにして計算されます。

基礎控除額の計算

1

年
間
の
保
険
税
額

(950万円×法定相続人の数)

(なお基礎控除額を計算する場合には相続放棄をした

人も法定相続人の数に合まれます。)

だ

相続税は、正味の遺産額が、基礎控除額以内であれ :
ば、相続税はかかりません。

今回改正されたのは、基礎控除額です。

基礎控除額は、 4 ， 800万円に法定相続人の数一人当り
950万円を加算した額です。

4 ， 800万円+

=基礎控除頼

なお詳しいことをお知りになりたい方は税務署へお

問い合わせ下さ L 、 。 この保険税は、 7 月から翌年の 2 月までの 8 回に

分けて支払うようになります。

医療費は、 日本人の平均寿命の伸びる につれて、
高齢者が病院にかかることが多くなったこと、治療
期間の長い成人病で受診の人が増えたことや、医療

技術の高度化などで、毎年増えており ます。 こ のま
ま増え続けると、みなさんから納めていただいてい

ます保険税も、毎年のように値上げしなければなら

なくなり、みなさんの負担が大きくなり ます。

限りある国保財政ですから、みなさんが、国保を

有効に使い、 また、納めるべき保険税は、期日まで

に納めていただくよう、ご協力をお願いします。

臨
時
保
母
募
集

保
母
資
格
を
お
持
ち
の
方
で
、

町
内
の
保
育
所
へ
勤
務
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
「
履
歴
書」
「保
母
資
格

証
明
書
」
を
ご
持
参
の
う
え

、

厚

生
課
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
期
間
、
待
遇
等
に
つ
い

て
は
、
重
信
町
役
場
厚

生
課
、
宮

六
四

二
O
O

一

内
線
二
五
三

ま

で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

七
月
二
十
六
日
冊

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

み
ん
な
そ
ろ
っ
て

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
四
年
度

目
赤
募
金
報
告

平
成
四
年
度
目
赤
募
金
運
動
は
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
目
標
額

二
百
三
十
六
万
円
に
対
し
、
二
百
五

十
五
万
八
百
八
十
五
円
の
募
金
が
集

ま
り
目
標
額
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た

。

皆
様
の
温
か
い
善
意
に

対
し
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

各
地
区
の
募
金
額
は
次
の
と
お
り

で
す
。

J血 l玄名 募金紙 I也 IR 名 募金官民 地 区名 募金額

山之内 51 ,000 同 ;学 329 ,400 北野台団地 28 ,000 

~;ffi 口 146 ,000 m 窪卜tl í也 92 ,500 寺R 村 50 ,500 I 

織河原 252 ,500 牛 測 168,000 林 100 ,000 I 

芯 i'事 川 325 ,500 牛 i*11 rtl 地 230 ,985 林 145 ,000 

凶 |市j 112 ,500 l二 樋トtlí也 54 ,000 上 キす 62 ,000 

jðj:層雪台団地 43 ,000 i栢!M-f' Hi 89 ,500 {固 人 20 ,000 

見奈良 198 ,000 ~t 肝 I EI 52 ,500 ￡z当;l" 計 2,550 ,885 

巡
回

日
赤
十
字

受
講
者
募
集

重
信
町
日
赤
分
区
で
は
、
五
月
に

行
な
っ
た
赤
十
字
募
金
運
動
の
還
元

事
業
と
し
ま
し
て
、
本
年
も
松
山
赤

十
字
病
院
の
先
生
を
迎
え
「
巡
回
一

日
赤
十
字
」
を
開
催
致
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時
平
成
四
年
八
月
三
日
制

十
三
時
i

十
六
時
三
十
分

場
所
町
民
会
館

二
階
大
ホ
l

ル

内
容
。
講
演

「
糖
尿病
の
予
防
と
治
療
に
つ

い
て
」

。
各
種
講
習

。
検
尿
・
血
液
測
定

。
そ
の
他
健
康
相
談

主
催

日
本
赤
十
字
社
重
信
町
分
区

日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部

松
山
赤
十
字
病
院

愛
媛
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

共
催

重
信
町
赤
十
字
奉
仕
団

お
問
い
合
わ
せ

重
信
町
役
場

厚
生
課

宮
六
四
|

二
O
O

一

内
線

二
五
四

十
ご~~些写竺 <<

分 ー可

3主 サ 出

意
カ、 :

し メ tt 

ま
<

L,_ る

し と
よ き

つ tま

11 
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ご
存
じ
で
す
か

手
当
制
度

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
は
、
母

子
家
庭
を

対
象
と
し
、
父
の
い
な
い
十
八
歳
未

満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
母
親
ま

た
は
養
育
者
に
対
し
支
給
さ
れ
ま
す

0

0
子
当
の
対
象
と
な
る
児
童

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児

童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

童

④
父
が
生
死
不
明
で
あ
る
児
童

⑤
父
が
一
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る

児
童

⑥
父
が

一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
児
童

⑦
未
婚
の
母
の
子

③
そ
の
他
孤
児
等

。
手
当
月
額

児
童
一
人

三
八
、

二
二
O
円

児
童
二
人
五
、

0
0
0

円
加
算

以
下

一
人
増
す
ご
と
に

二
、

0
0

0
円
加
算

児
童
扶
養
手
当
に
係
る
認
定
請
求

に
つ
い
て
は
、
手
当
の
支
給
要
件
に

該
当
す
る
に
至
っ
た
日
か
ら
起
算
し

て
五
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
正
当

な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
請
求
権

が
消
滅
し
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、

二
十
歳

未
満
で
次
の
よ
う
な
障
害
が
あ
る
児

童
を
養
育
ま
た
は
監
護
し
て
い
る
父

母
ま
た
は
養
育
者
に
対
し
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

ぶの'1' し幸良広

。
手
当

の
対
象
と
な
る
児
童

①
精
神
の
発
達
が
遅
れ
て
い
る
た

め
、
常
時
介
護
が
必
要
な
児
童

②
身
体
に
重
度
の
障
害
ま
た
は
長

期
の
安
静
が
必
要
な
児
童

③
精
神
病
な
ど
で
、
日
常

生
活
に

常
時
の
介
護
が
必
要
な
児

童

O
手
当

月
額
(
児
童

一
人
)

一
級
四
六
、

三
九
O
円

二
級

三
O
、
九
三
O
円

特
別
障
害
者
手
当

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、
日
常

生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
特
別
な
介

護
を
必
要
と
し
て
い
る

二
十
歳
以
上

の
者
。
但
し
、
施
設
等
に
入
所
ま
た

は
医
療
機
関
に

三
ヶ
月
を
超
え
て
入

院
し
て
い
る
者
は
除
か
れ
ま
す

。

。
手
当
月
額

二
四
、

二
三
O
円

障
害
児
福
祉
手
当

一
定
以
上
の
陣
害
を
有
し
、
日
常

生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
介
護
を
必

要
と
し
て
い
る

二
十
歳
未
満
の
児
童

。

但
し
、
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
児

童
は
除
か
れ
ま
す

。

。
手
当
月
額

二
二
、
一
八

O
円

〔
各
手
当
に
共
通
す
る
事
項
〕

O

所
得
制
限

前
年
分
の
本
人
及
び
扶
養
義
務
者

な
ど
の
所
得
が

一
定
額
以
上
の
人
は

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

O

現
況
届

各
手
当
と
も
八
月
・
九
月
中
に
前

年
所
得
及
び
家
庭
状
況
を
調
査
し
ま

す
。

各
制
度
の
申
請
及
び
お
問
い
合
わ

せ
は
、
役
場
厚
生
課
ま
で

o

E
六
回

二
O
O

一

内
線
一
一五
四

献
血
に
ご
協
力
を

七
月
は
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

月
間
で
す
。

夏
は
、
献
血
を
す
る
人
が
減
少
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
医
療
技
術
の

進
歩
に
と
も
な
っ
て
血
液
の
需
要
は

増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す

。

貴
重
な
血
液
を
有
効
に
利
用
す
る

た
め
、
赤
血
球
、
血
小
板
な
ど
の
成

分
に
分
離
し
、
患
者
さ
ん
が
必
要
と

す
る
成
分
だ
け
輸
血
す
る
方
法
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
方
法
に
よ
り
、

一
人
の
血
液
は

二
i

三
人
の
患
者
さ

ん
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

。
さ
し
さ
を

、

わ
け
で
く
だ
さ
れ
叫川川町…山山; Itf, 
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暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

重
信
町

i度大要
部西エ

議
長

副
議
長

茂
徳

清
春

議
員

浜
田
卯
三
郎

八
木
昌
延

加
藤
明
治

主
伯
強

佐
伯
筆

平
岡
収

丹
生
谷
隆
夫

高
須
賀
徳

窪
田
定
靖

丹
生
谷
操

牧
清
行

野
中
久
敏

青
井
重

一

高佐山相 i也高松
橋伯内原田市下

幾正良嘉照保高
八夫一雄雄雄繁

美
し
い
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、

浄
化
槽
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

設
置
者
は
、

三
つ
の
義
務
を
守
り
ま
し
ょ
う

一
、
保
守
点
検
を
必
ず
し
ま
し
ょ
う

。

(
業
者
委
託
)

二
、
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う

。

(
業
者
委
託
)

三
、
毎
年

一
回
の
法
定
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
(
指
定
検
査
機
関
)

指
定
検
査
機
関

(
社
団
法
人

愛
媛
県
浄
化
槽
管
理
セ
ン
タ
ー
)

セ
ン
タ
ー
は
行
政
の
補
完
的
業
務

を
担
っ
て
お
り
、
浄
化
槽
の
設
置
状

況
や
、
管
理
状
態
に
つ
い
て
検
査
し

そ
の
適
否
を
評
価
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す

。

。
浄
化
槽
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
、

お
よ
び
、
検
査
の
申
し
込
み
先

松
山
市
宮
西
一
丁
目
五
番
一
一
号

愛
媛
県
宮
西
ビ
ル

一
階

社
団
法
人

愛
媛
県
浄
化
槽
管
理
セ
ン
タ
ー

T
E
L
 

O
八
九
九
|

二
五
|
二
六
六

一

F
A
X
 

O
八
九
九
|

二
五
|
二
六
五
四



ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

O

指
定
日
や
指
定
場
所
以
外
に
ご
み

を
出
き
な
い
で
下
さ
い
。
ま
た
最
近

で
は
通
勤
途
中
に
別
の
地
区
に
ご
み

を
出
し
て
い
る
方
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ご
み
は
居
住
地
区
内
に
ル
ー

ル
を
守
っ
て
出
し
て
下
さ
い
。

O

ご
み
の
分
別
を
適
切
に
し
て
下
さ

い
。
指
定
の
ご
み
以
外
の
も
の
を
出

す
と
収
集
を
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
収

集
場
所
が
不
衛
生
と
な
る
ほ
か
、
通

行
の
じ
ゃ
ま
に
な
り
危
険
で
す
。

O

不
燃
物
(
カ
ン
・

ビ
ン
類
)
を
出

さ
れ
る
場
合
、
殺
虫
剤

・
カ
セ

ッ
ト

コ
ン
ロ
用
ガ
ス
ボ

ン
べ
な
ど
に
つ
い

て
は
、
火
災
の
原
因
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
穴
を
あ
け
、
ガ
ス
を
抜

い
て
か
ら
出
す
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

ぷ、の'1' し

ル
ー
ル
を

←
人

一
人
が
守
る
よ
う

心
掛
け
て
下
さ
い
。

幸良広(5) 

覚
せ
い
剤
に

手
を
出
す
な
/

一
度
手
を
出
す
と
、
や
め
ら
れ
な

い
党
せ
い
剤
|
|

「
疲
労
回
復
剤
」

「
強
精
剤
」
「
や
せ薬
」
等
と
偽
っ
て
私

た
ち
に
忍
び
寄
っ
て
き
ま
す
。
特
に
、

最
近
は

「
飲
む
覚
せ
い
剤
」
が
出
回

り
始
め
て
い
ま
す
。
つ
け
入
る
ス
キ

を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
覚
せ
い
剤
の
密
売
や
乱
用

の
話
を
聞
い
た
と
き
は
、
勇
気
を
出

し
て
箸
察
や
保
健
所
へ
知
ら
せ
ま
し

ト
ふ
こ
「
ノ
。

未利用地の管理はできていますか?

農作物への被害防止及び良好な生活環

境の保全を図るため、宅地化された状態

にある土地、未利用の雑種地、耕作され

てない農地などに雑草等が繁茂しないよ

うに所有者、管理者等は常に適正に管理

しなければなりません。

あなたの所有地には雑草はありません

か。 雑草等が繁茂しておりましたら速や

かに除去して下さい。

所有者等が不明の場合は厚生課まで連

絡して下さい。

草刈 り 承ります ( 7 月 ~10 月 )

重信町森林組合では 、 未利用地等の雑

草刈り を代っていたします。

日程及び料金については電話にて相談

させていただきます。

人夫ご希望の方は重信町森林組合

宮64 - 2115 まで

平成 4 年度 公 開 講座 8月は「道路をまもる月間」です。

愛媛県立医療技術短期大学
道路は正しく使いましょう 。

「

第 I�.l 第 2 [ij] 
この月間は、道路の環境をよくし、みなさん方に道路

メインテ ーマ く ~) し 」レ 環 境
の正しい利用、道路の愛護をお願いして、道路を常に広

防l i躍 円 7)01 25 日 U:l 8 月 2 2 日(士)
〈、美ししまた安全に使用していただくことを目的に

!持I j寵 IJ告所 本 学- 本 学:
しております。

募集人数 200 人 200 人
道路に空缶やタバコのすいがらを捨てないようにしま

実 』包チJ i:t 
しょう。

( 13: 30-1.1: 30 ( 13 : 30-14 : 30 
歩道に商品の看板を置いたりビラを貼るなどの不法占

話島 r,1Ii 第 一 看，進学科 一般教養科
用はしないようにしましょう。

松木悠紀雄助教J受 小野けい子鱗師
道路はみんなの財産です。

道路は正しく使いましょう。

サブ子ーマ 成人病と環境 入院lの発注と環境
道路の歩道、車道に夜間駐車しないようにしましょう。

道路に土や草等を放置しないようにしましょう。

( 14 : 40-15 ・ 40 ( 1.1: 40-15: 40 
“道路についてのお問い合わせは

~Ifi. r.rti 臨床検:在学科 第二看護学科
次の機関ま でど う ぞ"

篠原信之助教佼 大串直太教授
。国道建設省松山工事事務所

松山市土居田町797-2

サブテー7
病気、感染症などを 大月号ガンにならない

T E L (0899) 72 一 0034

.f'i~11することができるか 食生活のしかた
建設省 松山第一国道維持出張所
松山市東石井町484-1

( 15: 40-16 : 00 ( 15: 40-16: 00 
T E L (0899) 56-0326 

質毛並応答
。県道 松山地方局建設音1I 第 3 工務課

質疑応答

，.rJ.え. tlfi. 本・十 告'" 料 無 平ヰ
T E L (0899) 41-1111 内線 437

ハガキに氏名、年齢、職業、住所、電話者千号及び受
。町今道 重信町役場建設課

r~， し込みんid、 講希 E型日を記入のうえ申し込んで下さし、。
T E L (0899) 64-2001 

なお、電話での申し込みも受け付けております。
内線 422 ， 423 , 424 

愛媛県立|実僚技術魁矧大学総務諜
'1"'し込み及び

Il ill 、合わせ先
干79 1 - 21 伊予郡砥部町高尾田543若手I也

8 月 10 日はfi0899 (58) 2111 

申込締切 l:l 7 月 1 5 B(/j() 8 月 1 2 日 (本)

考
-第 11見|、 第 2 凶の両方を希E裂される方は、同時に

「道の日」
申し込みをして下さ L 、。



住
民
健
康
診
井丈
主主

広 ぶの~f' し幸良

人
対
象
者
〉

凶
卜
t

以
上
の
住
民

〈
料
金v

無
料

〈
持
参
品
〉

健
康
子
帳
(
お
持
ち
で
な
い
方
は

当
日
発
行
し
ま
す
。
)

〈
受
診
方
法
〉

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
健

康
診
査
会
場
へ
お
こ
し
下
さ
い
。

た
だ
し
、
健
康
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

利
用
希
望
の
方
は

、
事
前
に
役
場
厚

生
課
・
保
健
婦
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い。

〈
健
康
診
査
内
容
〉

(
全
員
)

問
診
0

・
一
身
体
計
測
。
尿
検
査
。

血
川
測
定
。
※
血
液
検
査

。

診
察

。

栄
養
相
談

。

生
活
相
談

※

血
液
険
査
の
内
容

。

貧

血
検
査

。
肝
機
能
検
査
o

総

コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
。
日

D
L

コ

レ

ス
テ
ロ
ー
ル
。
中
性
脂
肪

o

尿
階

。

腎
機
能
検
査
(
ク
レ
ア
チ
ニ
シ
)

右
線
は
、
新
し
く
追
加
さ
れ
た
検

査
項
目
で
す
。

(必
要
の
あ
る

人

の
み
)

心
電
図
検
査
。
眼
底
検
査
。

血

糖
検
査

〈
健
康
パ
ト
ロ
ー

ル
カ
ー

の
運
行
〉

8 月 26 日

右
記
の
公
民
館

・

集
会
所
と
健
康

診
査
会
場
を
往
復
し
ま
す
。

〈
健
康
診
査
結
果
〉

「
健
康
診
査
結
果
報
告
会
」

明
し
ま
す

。

月 日受付時間 場 所 備 表J 

7 月 16 日 9:00-11:30 午前上村
ード林集会所

側 13: 00-15: 00 午後下林

7 月 21 日 9 : 00-11 : 30 午前牛 I剣

ω 
南 吉井小学校体育館

午後上樋団地，田窪①13 : 00-15 : 0。

7 月 22 日
午前のみ 牛前IJ[現地

9 : 00-11 : 30 1/ 

Uぬ {書磨台団地，北野台団地

7 月 28 日
日: 00-11 : 30 午前 t黄河原

~t 占封小学校体育館
1必 13: 00-15: 00 午後志津川

7 月 29 日 9:00-11:30 午前他 μ

側
1/ 

1 3:00-15 :0。 午後商岡

8 月 5 日 9:00-11:30 
側

L'. 林公民館 t林
8 月 6 日 13 : 00-15 : 00 b村

8 月 18 日
9:00-11:30 午前見奈良

同[ 民 r二広、 館
l対 13: 00-15: 00 午後八反地， EI:l lï団地

8 月 19 日
9:00-11:30 午前 l珂窪 ②

1/ 

体) 13: 00-15: 00 午後間窪③

8 月 24 日 10 : 00-11 : 00 山之内井口公民館 山之内(月)

8 月 26 日 9:00'-11:30 午前南野田，新村
i有野凶公民館

体) 13:00-15:00 午後北野田

住民健康診査日程表

経J1I'.の都合で地区害1I をしておりますが、当日都合の惑い方は、 上記の希望

される J品，ijfて・受診して下さ L 、。

削;笠①(柳屋 ・森川商店より幽の地区)

lfl1吃①(相11尽・森川商店より東の地区一県.iã より北ー)

出i!ll③(柳l手 ・ 森川 l街l占よリ東の地区 一県道より l有 ) 

※ 

※ 

で
説

離礼食は、母乳 ・ ミルクで不足する栄養を補 ソて 無

理なく幼児食へと移行して L 、くための準備食です。

また、離乳食は、赤ち ゃんが初めて rJ にする食事で

す。そのため、お母さんもつい頑張りすぎたり、心

配しすぎたりしがちではないでし ょうか。

離乳食の大切さ、すすめ方の基本的なこ と を、 学

ぶ場として離乳食学級を開催します。

ぜひ、赤ちゃんとごー ー緒に ご参加下さい。

日時 8 月 11 日 (火)午後 2 時-3 時30分

場所 町民会館

対 象 平成 4 年 4 月 . 5 片生れの児

担当 栄養士 ・ 保健婦

料 金 無料

持参品 母子手帳

内 容 ・離礼食のスター卜の時期と I}çJ 容

-離手L食のすすめ万

- 試食、質疑応答

級
品Lι

ーチ食手L離11 

7 月に入ると、 高温多混という環境で細菌等の繁

殖にとっては最適で、食中毒の要注意期です。

食中毒の原因は、腸炎ビブリオ ・ ブドウ球菌 ・ サ

ルモネラ等細菌性食中毒が大部分を占め、食品では、

魚介類による食中毒がもっとも多くなっています。

細菌性中毒の予防は、細菌による汚染防止、増殖

防止、殺菌が三大原則ですが、特に汚染防止面では、

食品の鮮度保持に特に気を配って下さい。

これからは行楽シーズンに入ります。弁当などに

よる中毒が増えるのも、この時期の特徴です。

弁当にはなるべくなま物を入れないこと、おにぎ

りは傷のみる手で握らない ことなどに注意して F さ

IL' ご用車
母

食中

また、暑さで体力が低下し、抵抗力が落ちている

時期でもあるので、お年寄りや小さな子供さんや病

人の方などの食事には一層の配慮が必要です。



(7) 広報 しげの ぶ

平成 4年度ぜん息教室 健康づくりスクール
1 目的

本県の小学校、中学校に在籍する気管支ぜん息の児
童生徒及びその保護者や学校関係者に気管支ぜん息の
病理や処置についての理解を図る。

2 主催

凶立療養所愛媛病院

愛媛県立第 竺養護学校
3 参加対象者

気管支ぜん息の児童生徒とその保護者及び関係教職
!戎

4 日 H寺

平成 4 年 7 月 19 日(日) 9: 30 -14 : 50 (受付 9 : 00-)
5 場所

国立療養所愛媛病院
愛媛県立第二養護学校

6 内容

気管支ぜん息の病埋と処置について
7 参加料
無料

8 申し込み書送付先及び照会先

〒79ト02 愛媛県温泉郡重信町大字見奈良 1545
愛媛県立第二養護学校
(教頭松良昭 子 )

T E L (0899) 64 -2967 

※ 参加申込書はお子僚が在学されている学校にあ
ります。

9 備考

(1) この教室への参加は、入院や転学とは無関係です。

お気軽にお避しください。

! (2) 畳食弁当を持参してください。
! なお、会場で弁 :当 (600円程度)を業者が販売致します。
| 必ず希望の有無を参加申込書に記入 し てください。

I (3) 実技指導や運動を予定しております。 運動のでき
| る服装でおいでくださし、

健康づくりスクールを下記の通り開催します。

皆さんお誘いあわせの上おこし下さい。

対象住民

料金無料

持参品健康子帳

場所町民会館

申し込み方法

厚生課 ・ 保健婦まで申しこんで下さい0

H64-2001 内線 3 11 ・ 312

健康づくりスクール日程表

Ij U 1 受付時n:11 J. 7 ール I~ 在 講 師
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介
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同

記~
同

手口

事女

人
権
作
文
集
よ
り

④

差
別
を
な
く
す
た
め
に

重
信
中

年

女
子

J~' 

私
は
、
差
別
に
つ
い
て
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

今
日
、
江
口
先
生
の
お
話
を
聞
い

て
、
あ
の
先
生
も
差
別
と
い
う
大
き

な
か
べ
と
闘
っ
て
い
る
の
だ
な
と
思

い
+
ま1
レ
h
~。

お
話
の
中
に
詩
が
あ
り
ま
し
た
。

先
生
の
大
切
な
娘
さ
ん
は
ど
ん
な
に

つ
ら
か
っ
た
だ
ろ
う
、
そ
し
て
、
ど

ん
な
に
悔
し
か
っ
た
だ
ろ
う
、
そ
ん

な
こ
と
を
考
え
る
と
詩
の
中
に
出
て

く
る

A

子
さ
ん
の
お
母
さ
ん
も
憎
い

し
そ
し
て
、
も

っ

と
差
別
が
憎
く

な
り
ま
す
。

ど
ん
な
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
た

か
っ
た
か
、
A

子
さ
ん
の
お
母
さ
ん

に
は
わ
か
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

た
だ
、
昔
、
こ
こ
が
身
分
制
度
の
犠

牲
と
な
っ
た
人
た
ち
が
住
ん
で
い
た

だ
け
な
の
に
、
A

子
さ
ん
の
お
母
さ

ん
は
、
そ
れ
だ
け
で
人
を
見
分
け
る

の
で
し
ょ
う
か
。
私
に
は
た
く
さ
ん

の
疑
問
か
残
り
ま
す
。

私
は
、
二
年
生
の
時
、
父
に
「
部

落
の
人
と
は
結
婚
す
る
な
U
と

言
わ

れ
ま
し
た
。
ど
う
し
て
、
な
ぜ
い
け

な
い
の
か
私
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

た
だ
父
が
憎
か
っ
た
。
悔
し

か
っ
た
。
私
は
、
こ
ん
な
親
に
育
て

のt1' し幸良広

ら
れ
て
い
た
ん
だ
と
。

今
ま
で
元
気
に
育
て
て
く
れ
た
、
」

と
に
は
感
謝
し
ま
す
。
し
か
し
、
人

間
と
し
て

一
番
は
ず
か
し
い
心
を
も

っ
て
い
る
の
が
、
自
分
の
父
親
と
は
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
ら
、

悔
し
く
て
悔
し
く
て
涙
が
と
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

私
は
、
そ
の
日
か
ら
考
え
が
変
わ

り
・
ま
し
た
。

「
親
の
考
え
方
を
、
私
が
正
し
く

直
す
ん
だ
U
と
。

悔
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
は
始

ま
り
ま
せ
ん
。
行
動
に
う
つ
き
な
い

と
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
の
で
す
。

私
は
、
ど
ん
な
大
き
な
か
べ
に
ぶ
つ

か
っ
て
も
負
け
ま
せ
ん
。
も
し
、
将

来
、
結
婚
す
る
相
手
が
地
区
の
人
で

も
そ
ん
な
、
」
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

親
に
反
対
さ
れ
て
も
、
自
分
の
考
え

を
つ
ら
ぬ
き
ま
す

私
は
、
少
し
で
も
差
別
を
な
く
す

た
め
に
役
に
た
つ
人
間
に
な
り
た
い

で
す
。

一
人

一
人
が
、
差
別
か
ら
解

放
さ
れ
、
も
っ
と
も

っ

と
幸
せ
な
世

の
中
に
し
た
い
で
す
。
さ
ら
に
大
き

く

言
え
ば
、
も

っ
と

幸
せ
な
、
平
和

な
世
界
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
差

別
と
い
う
大
き
な
か

べ
に
ぶ
つ
か
り
、

そ
の
か
べ
を
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
人

か
い
た
ら

一

緒
に
頑
張
り
た
い
の
で

す
。
そ
う
す
れ
ば
、
消
、
え
か
か
っ
て

い
た
命
の
火
が
、
ま
た
も
と
と
お
り

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
人
と
と
も
に

生
き
て
い
く

こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

いた・涙思 jtt
とと ・ をいし私
思き・流もたは
いこ・す しく
まそ ・ なたはも
す、らくあう
。う ・ 、あり差

れ・差・ りま別
し・別・ ませで
涙・ が・せん悔
を・な ・ ん 。や
流く -J っし
しな-P ら i戻
たっ'-'いを

し
な
い
さ
せ
な
い

自
動
車
の
不
正
改
造

人
よ
り
目

立
ち
た
い
か
ら
、
荷
物

を
た
く
さ
ん
積
み
た
い
か
ら
等
の
理

由
で
、
自
動
車
を
不
正
改
造
し
て
い

ま
せ
ん
か

。

自
動
車
は
構
造
装
置
に
つ
い
て
、

保
安
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
こ

の
基
準
に
適
合
し
な
け
れ
ば
、
運
行

で
き
ま
せ
ん
。

保
安
基
準
に
適
合
し
な
い
よ
う
な

不
正
改
造
を
行
っ
た
自
動
車
は
、
安

全
性
の
確
保
が
著
し
く
損
な
わ
れ
て

危
険
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
排
出

ガ
ス
、
交
通
騒
音
な
ど
を
発
生
さ
せ

て
社
会
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

不
正
改
造
車
を
排
除
し
、
自
動
車

を
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う

。

、
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ま
た
日
本
に
は
、
「
晩
の
虹
は
鎌
一

一

山
町
之
脳
血
を
研
げ、朝
の
虹
は
隣
へ
行
く
な
」
…

…

魚
川
越
と
い
つ
こ
と
わ
さ
が
あ
り
ま
す

。

一

a
i
h
a
-
-

晩
の
虹
は
翌
日
晴
れ
品
噺
兆
だ
か
一

一
夏
の
夕
方
、
暑
さ
を
吹
き
払
う
ら
、
畑
仕
事
の
準
備
を
せ
よ
、
朝
一

…
よ
う
に
夕
立
が
通
り
過
ぎ
、
そ
の
の
虹
は
天
気
か
悪
く
な
る
か
ら
、
一

一
あ
と
に
大
き
な
虹
が
か
か
っ
た
と
外
出
は
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
と
い
一

…
き
の
さ
わ
や
か
さ
は
最

高
で
す

。

つ
こ
と
で
す

。

「
晩
の
虹
は
江
戸

一

一
子
ど
も
の
こ
ろ
虹
の下を
く
ぐ
ろ
へ
行
け
、
朝
の
虹
は
隣
へ
行
く
な
」
一

一
う
と
、
一
生
懸
命
に
走
っ
た
思
い
と
い
う
の
も
、
同
じ
意
味
で
し
ょ
…

一
出
を
も
っ
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
う。

昔
か
ら
虹
は

、

天
気
予
報
に
ん

一
せ
ん。

-
E
E
も
使
わ
れ
て
い
た
の
で
すc

一

一
虹
は
、
太
陽
光
線
が
空
気
.

.

.

 
と
こ
ろ
で
、
美
し
い
空
、
一

一
中
の
水
滴
に
当
た
っ
て
、
色
・
・
・
園
美
し
い
地
球
を
次
の
世
代
に

一

一
が
『
分
か
れ
る
現
象
で
す

。

七
耐
温.
.

 伝
え
る
た
め
に
は
、
み
ん
な
一

一
色
の
順
序
は
、
内
側
か
ら
紫
、前
酢
圃
・
・
で
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な

一

五
、
青
緑
、
賞
、
だ
い
だ

.

.

 
り
ま
せ
ん

。

七
月
は
、
「
オ
ソ
一

一
ぃ
、
赤
と
な
っ
て
い
ま
す

。

・
・
・
園、
/
層
保
護
対
策
推
進
月
間
」
一

一ま
た
副
虹
と
い
っ
て
、
虹
の
・
圃
・
で
す

。

オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質

一

ん
外側
に
も
虹
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
の
使
用
削
減
に

、

も
っ
と
関
心
を
一

一
あ
り
ま
す。
そ
の
場
合
、
色
の
順
も
ち
た
い
も
の
で
す

。

一

一
序
は
反
対
で
す

。

虹
は
太
陽
の
当
-
一

一
た
る
方向
に
見
え
ま
ず
か
ら

、
雨

\
J
λ
い
丸

一

…
の
上
が
っ
た
と
き
な
ど
、
太
陽
を
恥
吋
ぷ

r

比
…

一
背
に
し
た
方
向
を
見
ま
し
ょ
う
o

l
F
「
λ
￡
一
州

J
r

一

…
虹
に
つ
い
て
は
、
古
来
さ
ま
さ
デ

\
d
Y

3
F

剛

一
ま
な
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す

。

ギ
一
一
一
一
一
九
人
Y

念
\

白
一

一
リ
シ
ャ
神
話
で
は
、
虹
は
水
の
女

/
/
/
/
/
メ
b

レ
メγ
J
l
二

一神
が
黄
金
の
翼
を
広
げ
て

、
天
と
ヂ

γ

際
シ
ト
升
川
川
よ
」一

一
地
の
聞
を
行
き
来
す
る
と
き
の
橋
労
一

一
一
一
J
4
句
(

内
寸
《
一

人
一h
h

「

/

一

…
と
い
わ
れ
て
います

。

h
川
八
/
一

r
i
i
i
i
i
i
i
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i
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i
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平
成
四
年
度
就
学
義
務
猶
予

免
除
者
の
中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

こ
の
認
定
試
験
が
左
記
に
よ
り
実

施
さ
れ
ま
す
。

1

趣
旨

病
気
な
ど
や
む
を
え
な
い
事
由
の

た
め
に
、
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
、
保
護
者

が
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予
又
は
免

除
さ
れ
た
者
等
に
対
し
中
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認

定
す
る
た
め
に
国
が
行
う
試
験
で
、

合
格
し
た
者
に
は
高
等
学
校
の
受
験

資
格
が
与
え
ら
れ
る
。

ぶのげし幸良広(9) 

2

受
験
資
格

付
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
る

者
又
は
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ

っ
た
者
で
、
平
成
五
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
満
十
五
歳
以
上
に
な
る
者

ω
保
護
者
が
尋
常
小
学
校
又
は
国

民
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予

又
は
免
除
さ
れ
た
者

同
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の

猶
予
又
は
免
除
を
受
け
ず
、
か
っ
、

義
務
教
育
諸
学
校
を
卒
業
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
者
で
、
就
学
さ
せ

る
義
務
の
猶
予
又
は
免
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
事
由
に
相
当
す
る
事

由
が
あ

っ
た
と
文
部
大
臣
が
認
め
た

者3

願
書
受
付
期
間

平
成
四
年
八
月

三
日
(
月
)
か
ら
同

金問一春彦

「 日本語のすばら

しさ 」

平成4年8月 9 日旧)

開場午後7時00分

間演午後7時30分

重信町民会館大ホ

ー/レ

前売り 350円

当日券 400円 一一一一一…
(前売り券は、町民会館、文化協会員、

PTA、婦人会等で販売)

重信町、重信町教育委員会、重信町ー文化

協会、愛媛新聞社

講師プロフィール

東京都本郷生まれ。

東京大学文学部国文学科卒業。文学博士で、

多くの著書をもっ国語学者。

最近はテレビに出て、クイズに挑戦したり、

歌を聴かせたりして、国語学者の中ではもっ

ともポピュラーな方です。

講演のあらまし

ただ今、日本全国カタカナ語のはんi監の中で、

日本人の心をあらわす 「 日本語」の発音、文j去、

単語の語意など日本語の性格を含め、日本文化の

特色、過去からの日本人の生活、日本人のものの

見方など、ユーモアをまじえ話してくれます。

重信町民大学第25回

師

題

時

講

演

日

場

聴講料

王 {崖

ム
一
品

年
九
月
二
日
(
水
)
ま
で
と
す
る
。

4

受
付
場
所

愛
媛
県
教
育
委
員
会
事
務
局
義
務

教
育
課
(
宮
O
八
九
九
|

四
一
|

一

一
一
一
一一)

5

試
験
日

平
成
四
年
十

一
月
六
日
(
金
)

6

試
験
場

松
山
市
一
番
町
四
丁
目
四

1

二

愛
媛
県
庁
(
予
定
)

7

試
験
科
目

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
外

国
語
(
英
語
)

(
外
国
語
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
語

又
は
フ
ラ
ン
ス
語
に
つ
い
て
受
験
者

の
願
い
出
か
あ
っ
た
場
合
は
、
こ
れ

ら
の
科
目
に
つ
い
て
受
験
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
)

重量
Eヨ 菊づくり講座(第3回)

第 3 回菊づ く り講座を、次の

とおり開催しますので、多数ご

定植 ・ 整枝 ・ 夏の管理

無料

町民会館玄関前ロビー

愛媛県菊花協会理事

午後 1 時30分~

野本権六先生

方法について

7 月 11 日 (土)

参加下さい。

'*' 廿

受講料

時

所

師講

場

内

日

0新刊案内

〈哲学) 0 こころの処方主一河合隼雄 o 人は臨廻転生するか一桐山靖

雄 〈歴史・伝記〉 。 この国のかたち III 司馬遼太郎。試された女たち

一沢地久枝〈社会学〉 。世界のなかの日本 司馬遼太郎 。暮らしのな

かの子育て考一和多美知子。子供たちからの信号一岡田徹。冠婚葬祭

・松山の相場としきたり一愛媛 リビング新聞社〈自然科学) 0 活動マ
ニュアル地球を救うーベティマイルズ。写真で見る愛媛の昆虫 〈医学
・家政学) 0 老人援助ケースブックー柏木洋子。食と栄養の文化人類

学 ポール ・ フィールドハウス 〈文学) 0 エ ンピツ一本大森実。 タ

ンポポの本 坂村真民。風を聴く木一大原富枝。海の晩夏一阿万田高

。ホルムヘッドの謎一林望…・ーなど 〔児童書〕 。 アガサクリスティ ー

探偵名作集(全10巻) 。みぢかなぎもん図鑑(全12巻) 。 郷土のしら

べ方事典(全10巻) の他今年の課題図書も入荷しました。

0 お知らせ

7 月 21 日 (火)から貸出冊・数を一人 4冊までとします。 (現在は一人 2
冊まで)なお、開館時間も午後8時30分までとしますので多数ご利用
く fこ、きい。

0今月の標語

友を選べば、 書を読みて、六分の侠気 ・四分の熱(与謝野鉄幹)

よ?ミ館図

(奥道後)
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『夏の天体観測・天文講座』のごあんない一天体写真展-
『星空散歩へのいざない』

一一ことし 1992年は、国際宇宙年一一

天体観測やプラネタ リ ウム説明を通して、私たち一一 100憶光年のかなたへ 一一

の地球や字宙について考えてみましょう 。太陽 ・ 月 ・ 惑星 ・ 主主星 ・ 星雲 ・ 星固など地球をふ

ヨ/レ 7 : 30-9 : 30 0 7 月 17 日幽時女 日くめた字宙に関して、写真でご紹介いたします。

7 月 21 日 (火)~ 8 月 30 日 (日) ヨノレ 7 : 30-9 : 30 

ヨ/レ 7 : 30-9 : 30 

0 7 月 18 日出

0 8 月 21 日(剣午前 9 時~午後 8 時30分

図書館

交期日

食時間

ヨノレ 7 : 30-9 : 30 0 8 月 22 日出カ場所

ヨ lレ 7 : 30-9 : 30 

図書館(天体観測室、プラネタリウム、

それぞれの日時 25名(先着順)

電話で、重信町教育委員会 ・ 社会教育

0 8 月 23 日(日)

、
‘
，
J
也，凋f，

所

女募集人員

食申込方法

大場

宮64-1500

(出申込の際、送迎が出来る人をお知らせください。

課まで

般開放Jレ町民フ 子供スポーツ大会
開放期日

8 月 2 日 (日)時日
0 7 月 21 日か ら 8 月 13 日まで毎日

0 8 月 19 日から 8 月 31 日まで、水 ・ 土 ・ 日曜日開放

8 時00分~13時から 16時まで開放時間

ソフトボール(男子)所場無料使用料

重信中学校運動場
登録方法

小学校五年生以上の町内に居住している方に限り登鉢

南吉井小学校運動場できます。 まだ登録していない方は、町民会館備え付け

清愛国運動場の申込書に写真一枚をそえて、教育委員会へ提出して下

さい。なお、昨年までの登録者は登録証を提出し更新し
ミニバスケットボール(女子)

て下さい。

南吉井小学校体育館
包64-1500問い合わせは社会教育課まで

成人ソフトボール大会成人バレーボール大会
7 月 19 日 (日)時日8 月 23 日 (日)時日

8 時30分一8 a寺30う子一

重信中学校運動場所場トレーニ ン グセンター所場

清愛国運動場南吉井小学校体育館

重
信
町
青
年
団
員
募
集

和
太
鼓
に
興
味
の
あ
る
方
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

毎
週
火
・
木
曜
日
練

習
中

(
連
絡
先
)
青
年
団
事
務
局

宮
六
四
l

二
O
O

一

住
民
課
森

幸
一 南吉井小学校運動場重信中学校体育館



プ
レ
ン
テ
ィ
I

し
げ
の
ぶ

こ
の
た
び
、
文
部
省
の
女
性
社
会

参
加
支
援
特
別
推
進
事
業
と
し
て
、

女
性
の
各
種
団
体
が
相
互
に
連
携
し

て
、
世
代
を
越
え
た
学
習
や
交
流
活

動
、
実
践
活
動
を

「
プ
レ
ン
テ
ィ
i

し
げ
の
ぷ
」
の
組
織
の
も
と
に

実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

そ
の

一
つ
と
し
て
「
国
際
交
流
ひ

ろ
ば
」
を
開
催
し
ま
す

。

つ
き
ま
し

て
は
『
ホ
l

ム
ス
テ
イ
受
入
れ

家
庭
』

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

時
期
九

月

l

十
月

期
間

一
泊
二
日

連
絡
先

社
会
教
育
課

窪
田
ま
で

宮
六
回
l

一
五
O
O

ぶの'1' し幸良広)
 

-l
 
(
 

女性のための再就職準備講習

ナイスワークセミナー開催のご案内

刑務所作業製品展示即売会

全国の刑務所では、 社会復帰を目指して各種の作

業に励んで、いる数多 く の人々がいます。

こうした作業の成果である刑務所作業製品を一般

社会の人々に広く紹介し、矯正行政に対する御理解

を得るため、下記のとおり刑務所作業製品展示即売

会が開催されます。

えひめ共済会館(松山市三番町5丁目 13番地1)
無料
20名 (定員になり次第締め切りますのでお早
めにお申し込みください。)

(ナイ ス ワークセ ミ ナーの概要)

時間 I ~ ~"n. nn  , n ' nn' 午 前 (\0: 00-12 :00) I 午 後(1 3 : 00-15 : 00) 

|い ま はた らく女性たちは
(先輩からのア ドバイス)

| 知って お きたい
所得税・ 年金・ 保険

一 日体験

| あなたの通戦診断

開催場所

受講料
定員

7 月 20 日 (月) I 戦場が求める女校社只1車
(職場の7ナーPa rt 1 ) 

印象のよい応対の実際
7 月 21 日 (;() I

(職場の7ナ-Part [J)

ワープ ロ

月日

7 月 23 日附

ナイスワークセミナー とは
結婚 ・ 出産などで仕事をやめ、 『そ ろ そろ仕事をして

みたいけど、 長い間家庭に入っ ていたので不安だし、情
報も な く何をどうした ら いいかわか ら な ~\ J などと困 っ

てい る 方々を対象に行われる 、就職準備のための講習会
です。
お申し込み、お問し、合わせは

雇用促進事業団愛媛雇用促進センター
松山市宮田町109-6 千代田火災松山ビル4F
ft (0899) 47 -6677 担当 山口まで

7 月 24 日制 I -j(性の職場と 求人情報

記

平成 4年 7 月 26 日 (日)

午前 9 時から午後 3 時まで

時日

松山刑務所

温泉郡重信町大字見奈良1243-2

fi (0899) 64 -3355 

所場

紳士

漆器

各種タンス ・ 食器棚等の木工製品、

靴 ・ 財布等の革製品、味噌、醤油、

類他多数

即売品

⑧
⑧
⑧
⑮
 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
全
に
次
の

方
か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た
。

骨
貝

渡藤

阿部田

ー茂春

郎雄繁

さきさ
んんん

樋北志
野津

口田)11 

ワ
イ
シ
ャ
ツ
や
ブ
ラ

ウ
ス
の
汗
じ
み
は
、
定

れ
し
も
気
に
な
る
も
の

で
す
。
そ
の
ま
ま
ほ
う

っ
て
お
く
と
、
汗
に
含

ま
れ
て
い
る
脂
肪
な
ど

が
黄
色
い
し
み
と
な
っ

て
残
っ
て
し
ま
い
、
洗

濯
し
て
も
な
か
な
か
落
ち
な

く
て
舌
労
し
ま
す
。

ワ
イ
シ
ャ
ツ
や
ブ
ラ
ウ
ス

の
汗
じ
み
の
予
防
に
は
、
市

方

販
さ
れ
て
い
る
ス
プ
レ
ー

式

り

の
洗
濯
ノ
リ
を
、
汗
じ
み
の

以

で
き
や
す
い
箇
所
を
申
山
に
、
概

表
裏
に
吹
き
つ
け
て
お
く
と

D

い
い
で
し
ょ
う
。
ノ
リ
ガ
汗

防

を
吸
い
取
り
、
洗
濯
の
と
き

汗

に
ノ
リ
ガ
汗
や
活
れ
を
一
緒

に
洗
い
落
と
す
だ
め
、
汗
じ

み
の
形
跡
ガ
残
り
ま
せ
ん
。

ふ
つ
う
の
洗
濯
ノ
リ
を
薄

く
沼
い
て
、
霧
吹
き
で
ス
プレ
ー
を

し
て
も
同
じ
矧
果
.
力
あ
り
ま
す
。
洗

濯
を
し
だ
後
、
そ
の
つ
ど
忘
れ
な
い

で
ノ
リ
を
ス
プ
レ
ー
し
て
お
く
と
い

い
で
し
ょ
う
。

ワ
イ
シ
ャ
ツ
や
ブ
ラ
ウ
ス
だ
け
で

な
く
、
背
広
や
ス
ツ
も
重
に
は
汗

を
吸
い
込
み
ま
す
。
背
広
な
ど
の
汗

じ
み
は
、
脂
肪
な
ど
を
窓
か
す
働
き

の
あ
る
、
戸
ン
モ
二
戸
水
で
ふ
き
取

る
と
矧
果
的
で
す
。
戸
ン
モ
二
戸
大 さ

じ
一
杯
を
、
コ
ッ
プ
一
杯
の
お
湯

で
潜
か
し
だ
水
沼
液
で
汗
じ
み
を
ふ

き
取
り
ま
す
。

そ
の
後
、
ぬ
る
ま
湯

で
固
く
絞
っ
だ
タ
オ
ル
で
丁
寧
に
き

き
ま
す
。
ふ

ス
カ
ー

フ
や
ネ
ク
タ
イ
も
、
長
く

使
っ
て
い
る
と
し
み
が
つ
き
、
薄
活

く
な
り
ま
す
。
絹
の
ス
カー
フ
な
ど

は
、
水
洗
い
す
る
と
台
な
し

る
で
す
。
コ
ー
ヒ
ー
の
空
き
瓶

4
J
な
ど
に
ベ
ン
ジ
ン
を
少
量
入

叫
ハ
れ
て
、
ス
カ
ー
フ
や
ネ
ク
ヲ

ト
イ
を
そ
の
な
か
に
入
れ
て
ふ

団
，
内定
を
し
、
シ
ェ
ー
カ
ー

を
振

剛
剛

る
要
領
で
振
り
ま
す
。
塞
挺

を
で
で
き
る
、
簡
単
な
ド
ラ
イ

H
J
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
で
す
。

'
'

最
近
は
し
み
抜
き
に
、
い

圃
邑
ろ
い
ろ
な
薬
田
や
洗
剤
ガ
出

d
M
回
り
、
便
利
に
な
っ
て
い
ま

担
ω

す
が
、
衣
服
の
繊
維
に
よ
っ

て
、
し
み
抜
き
の
種
類
も
違

い
ま
す
。
使
用
前
に
衣
服
の
目
立
疋

な
い
部
分
に
薬
ロ
凹
を
塗
り
、
愛
色
し

な
い
か
テ
ス
ト
を
し
ま
し
ょ
う
。
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固
圏
園
圃
固

ぶ

所

出
生
(
お
め
で
と
う
)出

生
児

一生
年
月
日

五日T j民 ;ヵ ::;レ 、 ンダ '- 乱;
ふ: 子成 4:~:'7.月 :2;1日~平成 42F87用 ，3;1 日
月|日|行事名|時間|場所

1 健康診査 l 午前 9 :ω-1 J:30 1 

2幻l附 1 ， .1ω0才以上の一般 |午後 13 ∞仙川~叶叶l日5叩 l 南吉井小体育舘
¥N [1函匝函:書書曾伺:曾舘t骨すす喧前:真延:忌善 2説Kιぬ:示泌泌i詞詞月可l手烹玄一 (三 8 角的131川l

町民プ一ル一般開放開始

22附|守今料理.教窒一 一・今 I.. ~ ヨトー ー.. . 1 町長会 一旬 l
健康診査 40才以上の一般 1 9:00-1J:30 1 南吉井小体育館 |
，~'.I!i~.;.i:::相談房 113:00-15:00 1 役場会議室
傍寒衣学虫ー ー一一… IW尚三二二I: :mj 瓦:会沿 ω
健康づくりスクール① |受付 13:30- 14: 00 1 

2制 I ;大腸がん子防 l スクール | 田 l
一大腸がんはこわくないーJ i 14:00-15:30 1 
中一央レ子工ー云王手級 .T.. ii:ò.ó :.:，: ........l 田「 一 民 ‘ 会 一 館

25出|解易関ff. El ...……ー
| 不燃ごみ回収日

26(印|当番医 山本内科 川内町北方 ft66-2066 

|健康診査 (29 日まで) 1 午前日ト 1 J:30 1 

州 I~0才以上の一般 |午後 13:00-1叩 | 北吉井小体育館
子宮けいがん ・乳がん検診 1 '0' 00 ". 00 1 

1 O'A::;:';'" [_::;._:,::"". '"" '_'̂"7 1 13:00 - 14:00 1 北吉井小体育館31幽 130才以上の女性 I J v. vv  - 1. ',. VV  I 
| 国民健康保険税第 l 期分及ぴ固定資産税第 2 期分納期限

1 (tl 1 健h罪組勢一一一一一一一 一 ー .. 1 .. 9 :. 0.0三 1.1: .00. 1.役場保健賄事 ψ
山 | 図書館お話し会 1 

2 (印 l当香医一ー愛媛ーけ医療学F真付属病院一 川1内~r萌_jL~.~6コ 5011
|子供スポーツ大会
1 健康診査( 6 日まで)
40才以上の一般

5(*) トー
胃がん ・大腸がん検診
(6 日まで)40才以上の一般
役場開庁日

8 仕川図書館お話し会 1 

|菊づくり講座④ 1 13 :30 - 町民会館

l 当香厚 賀村内剤 …芯1明'.'.1.・… 一一雪月4三 2461
第25回町民大学 1 '0' 00 1 

119:30- 町民会館
講師金田一 春彦 1 , o ,vv 

不燃ごみ回収日

離乳食学級 |受付 1 3:30-14 ・ o 1 
I :~~ :::~: :;:::町民会館

H4 年 4 ・ 5 月 生まれ |学級 14 :∞-15 :30 1 

行政・心配ごと相談所 1 13 :00-15 :00 1 役場会議室

15 出↓算勝:伺第一一一 一 ー一一 一一1..王0.0 :-:-: 1_1 .: .00.J ~社場保健開室
山 | 移動図書館
叩 l 当番医 藤石クリニック ー」日・・ ー

移動図書館
健康診査(1 9 日まで) 1 9:00-11 :301 

18(:k) I ~':'~;;~ :"'~~.d- ¥_ J r ~::~~ -:~:~~ 
40才以上の一般 113:00-15:001 

乳児健康診査 1 '0'00 '''001 1 13 ・ 30-14 ・ 30 1 町民会館1 H3年10月、 H4年 l 、 4 月 生まれ 1 'V' vV  " 'vv  1 
20附 I - '-.:=i~寸 1- ~11.. l.B - ^--~fÞ.. -._~- -I 

|人権相談 1 10:00-15:001 役場会議室 |
|移動図書館 | 

2附|第 2 囚人権講座 町内教職員同和教育研修会 | 
回 l 亙め天体貌漏れぬ日ーまでj.. ..fiil一泡10二 21 : '3ò'fl図一一番一 一信1

22 台 1)空易関ff. El
U山 | 移動図書館

|当番医 八木耳鼻咽喉科皮フ科 牛洲 会64 -5400 
23(日) 1 

l 成人バレーポール大会

山之内移動保健所(健康診査) 1 ,o'M "'M  1 4(月) II~L;:~:;:I;I'I ~~~II' ot:~~I\ ru:/~P~ .E1. 1 110:00-11:00 I 山之内井口公民館
40 才以上の一般 1 , v , V V .. 'VV 1 

1 不燃ごみ回収日
25ω | 

|移動図書館

| 健康診査 1 9 : 00 -11 : 30 1 
26附 I ~'~~~ ___ mll. 1 ~ : ~~ ~::~~ I i有野間公民館

| 40才以上の一般 113:00-15:001 

1 '1:骨ê.; と J相談所 一一一一 一 一一 一 一\..1 3り??JR;Loo- け竜一男 :今議事
中央レディース学級(フォークダンス)

27(泌 1.. 移動図書健 一ー一一一 r '",';,' .:.::.:. -;'. :::":"-"1 
¥'1'1' I 健康づくりスクール② |受付 13 ・ 3ト 14:00 1 

rJt!!~にやさしく |λ7 ール l 阿T

ーあなたにもできる環境保護 J 1 14:0ト 15:30 1 
粗大ごみ回収日(指定場所へ午前10時までに出して下さい。)

|畳 13 :30-
、きいき講座③ | ー . vv 町民会館

28働 1 •. C'. . c' "''''=...v 1 '!lt: 20:00-

3 才児健康診査 1 '0'00 ,, 'M 1 113:00-14:00 1 町
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17(月)

館A 
Z二民

室

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設しています。

気軽にご相談下さい。秘密は厳守します。

員炎本目~ 
円重信町教

、‘'

月 日 相談員

l 武智 道子

8 中本 トシ子

7 15 池)11 敏朗

22 i也)11 邦男

29 水田 敏贋

5 八木光秋

12 池)11 邦男
8 

大森敬子19 

26 近藤栄宏

毎週水曜日

13: 00-17: 00 

電話でもよいし、

直接来られでも

かまいません。

子供からの電話

も受付けていま

す。

図書館 3 階

64-3437 

日時

場所
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